
37 Jalan Pemimpin
#06-15 Mapex
Singapore 577177

ADDRESS CONTACT

info@profileprint.ai
+65 8769 0918

profileprint.ai

profileprint

@profileprint.ai

Sensory Synergy:  
The Art of Blending 
Food Materials
Authors: Chew G T V, Liang C, Ho S H S

https://profileprint.ai/
mailto:info%40profileprint.ai?subject=
https://profileprint.ai/
https://www.linkedin.com/company/profileprint/
https://www.instagram.com/profileprint.ai


2profileprint.ai

“AIに教えるのは人間ではない。AIが
私たちに教えてく
れるのだ
―コーヒー専門家CL

食品産業におけるブレンドは、異なる原料やロッ
トの材料を混合し、様々な目的を達成するため
の一般的な手法です。一般的によく言及される
目的に、以下のような内容があります：

1.	 味や機能性を均一化すること

2.	 消費者に好まれる風味の創出・調整

3.	 原材料コストの最適化

4.	 不足が懸念される人気原料の代替品を見つ
けること

5.	 現行ロットの不足分を過去のロットの原料で
補うこと

ブレンドの理由にかかわらず、これらのほぼ全て
のケースにおいて必要なのは、一貫した風味を
提供することです。したがって、ブレンドは単なる
機械的な手法ではなく、素材同士の対話であり、
風味プロファイルの調整なのです。

例えば、小麦粉ではグルテン含有量を一貫させる
ために異なる産地のものでブレンドが行われ、ワ
インでは異なる樽で熟成されたものをブレンドす
ることで、特定のワインブランドの特性を代表する
一貫した味わいを確保します。

ブレンド技術はコーヒー業界では特に顕著で、ブ
レンド技術がチェーン店のブランド特性を確立す
ると同時に、コーヒー豆の安定供給を確保し、サ
プライチェーン全体のコスト管理を実現していま
す。

ここで、ProfilePrintの革新的なブレンドソリュー
ションが特定のターゲットブレンドに近づけるよう
コーヒー豆をブレンドする様子が分かります。そし
て、ブレンドモジュールがコーヒー専門家よりもタ
ーゲットに味覚的に近いブレンドを推奨し、そのブ
レンドがターゲットそのものと区別がつかないこ
とに気づくのです。
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Experimental Set-up
9名の官能評価者が実験に参加しました。うち1名であるCLは、スペシャルティ・アラビカコーヒ
ーの評価を専門とするコーヒー専門家です。 

本実験では、異なる産地と加工法を代表する30種類の生豆サンプルを世界中から調達しました
（添付参照）。この30種類の豆から、コーヒー業界で典型的なブレンドを模倣して3つの「ターゲ
ット」を生成しました。CLは3つのターゲットそれぞれに対して独自の代替ブレンドを用意しまし
た。さらに、ProfilePrintのブレンドモジュールにより、各ターゲットに対して3つのブレンドを生
成しました。

3組の5ブレンドは次節で表形式にまとめられ議論されます。各組は以下で構成される：

1.	 ターゲット

2.	 CLの専門家ブレンド

3.	 ブレンドモジュールが生成したProfilePrint推奨上位3ブレンド

豆はROESTコーヒーロースターで標準焙煎プロファイルを用いて焙煎しました。焙煎豆は冷却
後、規定比率でブレンドされ、官能評価セッションの3日前から脱ガス処理を施しました。官能評
価当日、ブレンド豆は中細挽きにし、10gの粉を200mlの熱湯で4分間抽出後、アクを除去しま
した。

ProfilePrintのプラットフォーム上で利用可能なブレンドモジュールとは、ユーザー指定のター
ゲットサンプルに対して最適なブレンド構成を特定するプロセスを効率化するツールです。ター
ゲットの固有なデジタル指紋を分析することで、ProfilePrintの推奨エンジンはユーザー指定
の候補サンプルを綿密に評価し、厳選された潜在的なブレンドの選択肢を作ります。各ブレンド
は、ターゲットのデジタル指紋を忠実に再現するために、2つ以上の候補を様々な比率で組み合
わせたものとなります。

提案されたブレンドは評価され、ターゲットとの類似度に基づいて順位付けされます。このデー
タ駆動型アプローチにより、推奨ブレンドがターゲットの味と機能特性において顕著に一致する
ことが保証されます。

The Blend Module
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画像1: コーヒーの抽出

実験では6種類のコーヒーサンプルセットを使用しました。各セットの内容はターゲットブレン
ドとA～Eとラベル付けされた5つの未知サンプルで、未知サンプルには再度ターゲットブレン
ド、CLが作成したブレンド、およびProfilePrint推奨ブレンド3種がランダムに含まれていまし
た。パネリストにはカッピングスプーンが提供され、以下の2つの質問への回答を求めれらまし
た：

1.	 未知サンプルのうち、どれがターゲット抽出液か？

2.	 各ブラインドサンプルと実際のターゲットの近似度をランク付け（1＝「非常に異なる」、5＝「
非常に似ている」）
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画像2: 抽出段階におけるコーヒーの香り評価

The Blends of Man and Machine
3セットの各ブレンドにおけるコーヒー豆の配合比率は図1のとおりです。各ProfilePrintブレン
ド名の横に記載されたパーセンテージは、ブレンドモジュールが評価した、それぞれのターゲッ
トブレンドに対する類似度を示しています。

図1: セット1 -模倣した専門家ブレンドおよび3つのProfilePrint推奨ブレンドによるターゲット1のブレンド配合（括
弧内はターゲットとのブレンド類似度）、GCB = グリーンコーヒービーン

LATAM Africa Asia
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ターゲット1の文脈において注目すべきは、推奨される全ブレンドがブラジル産GCB 20を顕著
に採用している点であり、これはモジュールがGCB 20の特有の風味特性を識別し、推奨に反映
させる能力を表しています。GCB 20が主成分でない場合、モジュールは戦略的に近隣地域の豆
を選択し、ブレンド2ではニカラグア産、ブレンド3ではメキシコ産を採用しています。これは、望ま
しい味のプロファイルを達成するために特定の豆の特性を認識し活用するモジュールの熟練度
を強調しています。

ターゲット1と同様のアプローチに基づき、ブレンドモジュールによるターゲット2の最上位の推
奨はコロンビア産GCB 18を混ぜることだが、東アフリカ産ケニアGCB 6を東アフリカ産タンザ
ニアGCB 1に置き換える点で差異があり、両豆とも水洗式で加工されています。ブレンド2と3は
ラテンアメリカ＋東アフリカのテーマを維持するものの、類似度スコアは比較的低くなっていま
す。

図2: ターゲット1向けに推奨される上位2つのブレンドを表示したProfilePrintのブレンドモジュールレポートのスク
リーンショット

図3: 模倣した専門家ブレンドおよび3つのProfilePrint推奨ブレンドによる、ターゲット2のブレンド配合（括弧内はタ
ーゲットとのブレンド類似度）、GCB = グリーンコーヒービーン

LATAM Africa Asia
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ターゲット1とターゲット2の両シナリオにおいて、専門家ブレンドはより保守的な戦略を採用
し、全体の比率を変更せずに少数派の豆を1種類のみ置き換えています。

ブレンドモジュールはターゲット3と96%という驚異的な類似度を持つ3つのブレンドの特定に
成功しました。特筆すべきは、これは専門家が主原料豆をGCB 13（ブラジル・乾式処理）から
GCB 21（コロンビア・湿式処理）へ置き換え、さらにコスタリカ産豆を導入するという大胆なア
プローチに沿ったものです。提案されたブレンドは、それぞれGCB 13をGCB 9、24、3に置き換え
るという大胆さを反映していました。これらの変更にもかかわらず、ブラジル産コーヒーの特性
は、各推奨ブレンドの第三の豆として持続していました。

ProfilePrintのブレンドモジュールは、一貫した理論的根拠に基づいた説得力のある大胆な提
案をします。その根底にある仕組みは、様々なコーヒー豆サンプルの異なるデジタル指紋を融
合させ、ターゲットの指紋に近似させる高度なアルゴリズムにあります。このプロセスはパター
ン内に変換された風味を捉えるだけでなくそれらを調和的に組み合わせることで、明らかに異
っているにもかかわらず、驚くほど類似した味わいを実現するブレンドを生み出します。詳細は
後述のとおりです。

図4: セット3 - ターゲット3のブレンド構成、それを模倣した専門家ブレンド、およびProfilePrint推奨の3つのブレンド
（括弧内はターゲットとのブレンド類似度）、GCB = グリーンコーヒー豆

LATAM Africa Asia
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Set

1

3

2

Target

Brazil: Colombia : Indonesia 
(50:30:20)

Brazil, Indonesia (50:50)

Colombia : Kenya : Indonesia 
(50:30:20)

Choice of Majority

Profileprint Blend 2: Tanzania : 
Nicaragua : Brazil (35:35:30)

ProfilePrint Blend 2: Peru : 
Indonesia : Brazil : Ethiopia 
(35:30:20:15) 

ProfilePrint Blend 1: Colombia : 
Tanzania (60:40)

ProfilePrint Blend 3: Tanzania : 
Honduras : Ethiopia (56:22:22)

** 両ブレンドとも4名のパネリストが選択しました

Unveiling the Unconventional Winning 
Blends
前述の通り、各テイスティングセットには7～9名のパネリストが参加し、コーヒー専門家のCLは
全3セットに参加しました。下の表は3セットのターゲットブレンドと、多数がターゲットに最も近
いと選んだブレンドを示しています。

表1: 各ターゲットと、どのブレンドがターゲットに最も合致するかについて多数派が選択した内容
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注目すべきことが分かりました。専門家ブレンドが全く選ばれなかったという主張は正確ではあ
りません。例えば最初のセットでは専門家ブレンドが選択され、ブレンドモジュールが専門家の
コーヒーブレンド技術を向上させる貴重なツールであることを実証しました。同様に興味深い
のは、パネリストのほとんどがターゲットブレンドに最も近い味と認識した対象を自ら特定でき
なかった点であり、非常に類似した味のブレンドを識別するProfilePrintソリューションの成功
を際立たせています。

多数が好んだブレンドを深く分析すると、異なる産地や加工法の豆を活用することでターゲット
ブレンドを効果的に近似できることが明らかになりました。この発見は、一見異なるコーヒー豆
を調和的にブレンドする有望な機会を示しており、相性の良いブレンドを作る可能性を広げま
す。

各ブレンドにパネリストが付与したスコア（それぞれのターゲットブレンドへの近似度を示す）の
詳細な分析は表2に示されています。興味深いことに、ターゲットブレンドは特に他のブレンドが
存在する場合、それ自体との整合性に課題を示しました。特に注目すべきは、専門家が3セット
全てにおいてターゲットを正確に特定できなかった点であり、各セットでターゲットを正しく識別
できたパネリストは2名未満でした。また、スコアは専門家ブレンドが効果的であることを示して
おり、セット1と2ではターゲット自体よりも高いスコアを獲得しました。それにもかかわらず専
門家ブレンドがProfilePrint推奨ブレンドのスコアを下回ったという事実は、ブレンドモジュー
ルが、専門家が最適なブレンドを作り出すことを助ける有用性をさらに強調しています。

表2: 各ブレンドがそれぞれのターゲットブレンドにどれだけ近いかについて、パネリストが各ブレンドに付けた平均ス
コア

1

2

3

2.88

2.57

2.89

3.50

2.43

3.00

2.88

3.14

2.89

3.75

2.71

4.00

2.38

3.29

2.78

Set Target Expert Blend Blend 1 Blend 2 Blend 3

Brewing Magic: ProfilePrint’s Blend Module 
and the Art of Flavor Alchemy
今回の実験は、ProfilePrintのブレンドモジュールが望ましい味のプロファイルを忠実に再現す
るブレンドを提案する効果を強調しています。注目すべきは、提案されたブレンドの中には多様
な産地や加工法の豆が組み合わされているものもあり、ターゲット構成とは明らかに異なるブ
レンドをモジュールが作成できる能力を示しています。 

ブレンドを行う人は通常、単一成分を置き換えた後、段階的に調整を加えていきま
す。ProfilePrintのブレンドモジュールは、多様な構成を提案し、その後微調整を加えることでこ
のプロセスを大幅に加速させます。この機能は、代替豆を用いて風味を再現しようとする人にと
って極めて有用であり、同じ味のプロファイルを様々な種類のコーヒー豆で実現できるため、コ
ストパフォーマンスの向上と安定した供給を可能にします。
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GCB 11

GCB 12

GCB 13

GCB 14

GCB 15

GCB 16

GCB 17

Appendix: Set of Coffee Beans and Blends 
Used

GCB 09

GCB 10

GCB 03

GCB 02

GCB 01

GCB 04

GCB 05

GCB 06

GCB 07

GCB 08

Sample

Honduras

Timor Leste

Brazil

Nicaragua

Colombia

Costa Rica

Ethiopia

Mexico

Burundi

Indonesia

Ethiopia

Tanzania

Rwanda

Peru

Kenya

Costa Rica

El Salvador

Origin

San Vicente Comunidad Cabanas

Lekisala

Irmas Pereira

Los Altiplanos Java Cultivar

Inza Antonia Oidor

La Guaria

Birbirsa Coop

Chiapas Sierra Mariscal

Gatara Masha

Java Waspada

Idido Desalegn Hijo

Tarime Town AA

Kanyege

El Diamante Roger Chilcon

Muranga Nguku AB

Zarcero Finca Salaca

Santa Ana Pacas

Name

Wet Process (Washed)

Wet Process (Washed)

Dry Process (Natural)

Wet Process (Washed)

Wet Process (Washed)

Yellow Honey Process

Dry Process (Natural)

Process

Wet Process (Washed)

Wet Process (Washed)

Wet Hulled (Giling Basah)

Dry Process (Natural)

Wet Process (Washed)

Honey Process

Wet Process (Washed)

Wet Process (Washed)

Semi-washed

Wet Process (Washed)
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GCB 28

GCB 29

GCB 30

GCB 26

GCB 27

GCB 20

GCB 19

GCB 18

GCB 21

GCB 22

GCB 23

GCB 24

GCB 25

Sample

Ethiopia

Costa Rica

Colombia

Tanzania

Kenya

Brazil

Cameroon

Colombia

Colombia

Yemen

Honduras

Peru

Timor Leste

Origin

Kafa Dehab Mesfin Farm

Tarrazu Cerro La Cruz

Inza Vereda San Antonio

Mbamba Namku AA

Nyeri Kamoini AB

Alta Mogiana Bom Jesus

Caplami Java Cultivar

Paez Rio Chiquito

Inza Veredas Vecinas

Khulani Amer

Productores de La Paz

Pitocuna Alejandro Huisa

Daurfusu

Name

Dry Process (Natural)

Wet Process (Washed)

Wet Process (Washed)

Process

Wet Process (Washed)

Wet Process (Washed)

Dry Process (Natural)

Wet Process (Washed)

Wet Process (Washed)

Wet Process (Washed)

Dry Process (Natural)

Wet Process (Washed)

Wet Process (Washed)

Dry Process (Natural)


